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ト ロ イ ラ ス と ボ エ チ ウ ス
後 藤 秀 子
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「トロイラス とク リセイデ」(TroilusandCriseyde)カ§、 「カンタベ
リー物語 」 に次 いで、チ ョーサーの代表 作であ ることは、誰 しもが認 める
ところで あ る。また、未完 に終わ った後者 に対 し、 「トロイラス」 は、8,
000行とい う、かな りの長 さの完成 した 作品 である。 この作品 に 対 して、
これ まで 多 くの高い 評価 がな されてきた。Kittredgeなどは、 この作品
が、最初 の近代小説 、心理小説であ るとさえ言 ってい る。①
しか し 同時に、 この詩 の 本 文 と、最後の 、 トロイ ラスの死 と昇天 を 述
べ 、読者 に地上 の愛 を捨 て、心 を神 に向 けよ、 と呼 びか ける、エ ピローグ
の部分 との トーンの違 いが 、様 々の賛否両論 を巻 きお こして きた ことも、
また 事実 である。② 賛否 いずれ に せ よ、 ク リセイデ と パ ンダルス とい
う、魅力溢れ る人物 の活躍す る、人聞的な恋物語 が語 られた後の、宗教的
な色 あいの濃 いエ ピローグには、異和感 を覚 えるのを否めないであろ う。
この問題点 を、 ここでは、 「トロイ ラス」 に大 きな影 響 を与えた と考 え
られ てい るボエチ ウス(Boethius)の、 「哲学 の慰 め」(Z)eConsolatione
Philosophise)と照 ら しなが ら考 えてい きた いと思 う。㈲
皿.
チ ョーサ ーの詩作活動 は、フランス期 、イタ リア期 、イギ リス期 の3期
に分 ける ことがで きる。 さらにKittredgeの指摘 によれ ば、フランス期 と
イタリア期 との間 に、詩作活動のない過渡期(thePeriodofTransition)
があ った と考 えられ る。(4)この時期 は、チ ョーサーが、初めて、イタ リ
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アを訪れ た1373年か ら、 厂トロィラス」や 「騎士 の物語」が書かれ、 イタ
リア期 の始 ま りとみな され る1380年(あるいは1382年)までの 、およそ10年
間 に 及ぶ ものであ る。 この期間 に、チ ョーサ ーは、Ovid,Virgil,Statius
とい ったラテ ン古典 や、当時 の イタ リア作家 たち、Boccacio,Petrarch,
Danteらの作 品を 読 みあ さった と推 定 されてい る。そ して また、当時 の
文 化人の必読書 であ った、ボエチ ウスの 「哲学 の慰 め」 もまたこの時期 の
愛読書 であった ことだ ろ う。
イタ リア期 に入 って、チ ョーサーは、 こう した読書か ら得た ものを 自 ら
の作品 の申 に生 か していった。 この期 に書 かれ た主な作品は、 「騎士 の物
語」、「トロイラス とク リセ イデ」、「善女列伝 」(LegendofGoodWomen)
であ り、翻訳 としては 「哲学の慰 め」 があ る。そ して、 「騎士 の物語 」 と
「トロイラス」 とに、顕著 に 「哲学 の慰 め」 の影響 を見 ることがで きる。
ここで、 あ らためて、 「トロイ ラス」 に見 られ るボエチ ウスの影響 を調
べ てみよ う。
まず第1に 、チ ョーサーは、この トロイ ラスの物語 を 「悲劇」 としてみ
な している。 それ は以下の詩 行か らも明 らかで ある。
ThedoublesorweofTroilustotellen,
(11)
Go,litelbook,golitelmyntregedie,
(V1786)
「哲 学 の 慰 め 」 に お い て 、 ボ エ チ ウ ス は 、 悲 劇 の 定 義 を 次 の よ う に 下 し
て い る 。 〔5)
Tragedie is to seyn, a ditee of a prosperitee for a tyme, 
that endeth in wrecchednesse.  (II Prose  II, 51-52)
これは、執 政官(Consul)とい う栄誉 ある地位 か らお としめ られ、今や獄
につながれ 、死 を待つ身 とな ったボエチ ウスの悲劇 である。 そ して、 これ
は また、ま さに、ク リセイデ との愛 の幸福 の絶頂 か ら、まっさか さまに、
別離、裏切 りとい う悲 しみの どん底 につ き落 とされ る トロイ ラスの悲劇の
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パター ンで もある。
ボエチ ウス は、彼 に このよ うな悲劇 を もた らした運命 の女神 の気 ま ぐれ
に不満 を 訴 えるが、同様 に トロイラスの悲劇 もまた、運命 の女神 によって
もた らされた ものであ る。運命 の逆流 を告 げるBookIVのProemに お
いて、チ ョーサーは、次の よ うに運命の女神の気 ま ぐれ を訴 えてい る。
But al to litel, weylawey the whyle, 
Lasteth swich  loye, y-thonked be Fortune! 
That semeth trewest, whan she wol bygyle, 
And can to foles so hir song entune, 
That she hem hent and blent, traytour comune; 
And whan a wight is from hir wheel y-throwe, 
Than laugheth she, and maketh him the mowe. 
From Troilus she gan hir brighte face 
Awey to wrythe, and took of him non hede, 
But caste him clene oute of his lady grace, 
And on hir wheel she sette up Diomede; 
                                      (IV 1-11)
ボエチ ウスは、現在 自分 の置 かれ ている悲劇の状態 を嘆 き、運命の気 ま
ぐれ を恨 んでいるので あるが、哲学 の女神 との対話 によ って、運命、愛 、
神 の摂理 、人 間の 自由意志 、 こういった問題につ いて、よ り深 い思索 を重
ね開眼 してい く。
で は 「トロイラス」の中の3人 の主 要人物 、 トロイラス、ク リセイデ、
パンダル スは、運命に対 し、どんな態 度で臨んでいるの だろ うか。
まず 、ク リセィデは ど うか。運 命の流れに押 し流 され なが ら、彼女 は運
命 にっい て考 えよ うと も、 ましてや、抗 しよ うと もしな い。彼女 は常 に次
善(secondbestlを探 そ うとす るので ある。捕虜 交換 で、彼女が ギ リシ
ァ陣営 に行 くことが議会 で きまった時 、彼女 はその決議 に反 対 し、 トロイ
に留 ま り、 トロイ ラスの もとを離 れないよ うにす る方 法 を考 えてみよ うと
もしなか った。彼 女はそれ を、止 むを得 ない こととして諦め、一 たん ギ リ
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シア方へ行 ってか ら トロイへ 帰 って くる方法 を 見つ けよ うと す るの であ
る。 そ してギ リシア人のデ ィオ ミーデに求愛 され た時 、 トロイラスへ の忠
誠 を守 り抜 こうとはせず に、 トロィラス を裏切 ることにな りはす るが 、 と
もか く、デ ィオ ミーデに誠 をつ くそ うと、決心 す るのである。
But sin I see there is no bettre way, 
And that to late is now for me to rewe, 
To Diomede algate I wol be trewe. 
                               (V 1069-1071)
この言葉 は、彼女 の運命 に 対 する 考 え方 を 如実 に 表 わ している。彼 女
は、自らが押 し流 されている運命 を直視す ることな く、眼前 の現実 に、い
か に対 処す るか を考 えるだけで ある。
次 にパ ンダルスは どうか。彼 はその幅広 い経 験か ら、人生 ⑱両琿 を知 っ
て いる。 また、運命の うつろいやす さも知 っている。彼 は トロイ ラスへ の
よ い助言者 である。 その姿 は ちょうど、ボエチウスに対す る哲学 の女 神 を
思わせ る。
ク リセイデへ の思 いで 、病 の床 に臥 している トロイラスの ところへ 彼 は
現 われ 、一体 ど うした ことか とたずねる。
Bi-wayling in his chambre thus allone, 
A freend of his, that called was Pandare, 
Corn ones in unwar, and herde him grone, 
And sey his freend in swich distresse and care:  
'  Alias!' quod he
,  'who causeth al this fare ? 
 (1547-551)
それは、ちょうど、牢の中で、嘆き、不満 を訴えているボエチウスの前に
哲学の女神が現われるのを思い起こさせる。1
Tho corn she ner, and sette hir doun up-on the uttereste corner of my 
bed; and she biholding my chere, that was cast to the erthe, hevy and 
grevous of wepinge,  compleinede, with thise wordes that I shal seyen,
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theperturbaciounofmythought.
(IProseI,59-63)
そ してパ ンダルス は、 トロイラスの苦悩のわ けを問い正す が、彼 は押 し
黙 って答 えない。 ついにパ ンダル スは激 しい口調 で言 う。
ボエチウス に対す る哲 学の女神 は次 のよ うに言 う。
And cryde  'a-wake' ful wonderly and sharpe; 
 `What? slomberstow as in a lytargye? 
Or artow lyk an asse to the harpe, 
That hereth soun, whan men the strenges plye, 
But in his  minde of that no melodye 
May sinken, him to glade, for that he 
So dul is of his  bestialitee?' 
                                (I 729-735)
Knowest thou me nat? Why art thou stille? Is it for shame or for 
astoninge? It were me lever that it were for shame; but it semeth me 
that astoninge hath oppressed thee. 
                                 (I Prose II, 8-11) 
he is fallen into a litargie, whiche that is a comune sykenes to hertes 
that ben deceived. 
                                 (I Prose II, 14-15) 
 Telestow,' quod she,  ` thise thinges. and entren they aught in thy corage? 
Artow lyke an asse to the harpe? why wepestow, why spillestow teres? 
Yif thou abydest after help of thy leche, thee bihoveth discovere thy 
wounde.' 
                                 (I Prose IV, 1-4)
自分 をこのよ うな苦 しみ に会わせ てい るの は≦他 な らぬ運 命であ ると、
不満 を訴 える トロイラスを 、パ ンダルスは次のよ う1に慰 め る。
卜
And yet thou hast this comfort, lo, pardee! 
That, as hir  %yes moten over-goon, 
So mote hir sorwes Passen everichoon.
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For if hir wheel stinte any-thing to tome, 
Than cessed she Fortune anoon to be: 
                            (I 845-849)
これは、ち ょうど、哲学 の女神 がボエチウス を慰 め るの と同 じである。
For if thou  therf  or wenest thy-self nat weleful, for thinges that tho 
semeden ioyful ben passed, ther nis nat why thou sholdest wene thy-self 
a wrecche; for thinges that semen now sorye passen also. 
                              (II Prose  III, 52-54)
 0 thou fool of alle mortal fooles, if Fortune bigan to dwelle stable, she 
cesede thanne to ben Fortune! 
 (II Prose I, 82-84)
パ ンダルスは、持 ち前 の機知 と策略で、 うま く トロィラス とク リセ ィデ
の仲 をと り持 ち、2人 の恋 を成就 させ る。幸福の絶頂 にあ る トロィラスに
彼 は次 のよ うに警句 めいた言葉 を告 げる。
For of fortunes sharp adversitee 
The worst kinde of infortune is this, 
A man to have ben in prosperitee, 
And it remembren, whan it passed is. 
                           (III 1625-1628)
もちろん、至 福 に ひた っている トロィラスに とっては、柳 に風 で あ る
が、現世 の愛 のはかなさ、移 ろいやす さを知 ってい るパ ンダルス と、 この
物語 が悲劇 に終 ることを最初 か ら知 らされ てい る我 々読者 に とって、 この
言葉 は、否めぬ真実であ る。 そ して これ は、哲学の女神 がボエチ ウスに告
げる言葉 で もある。
For in alle adversitee of fortune, the most unsely kinde of contrarious 
fortune is to han ben weleful. 
                                (II prose IV, 5-7)
このよ うに、パ ンダルスの存在 は、ボエチ ウスに対す る哲学の女神の存
在 を思わせ るものであ るが、一 たん逆運 に見舞 われ ると、彼 は、運命 とは
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そ うい う ものだと諦 め、現実による慰め を見 出そ うとす る。彼 は、運 命 と
い うもの につ いて よ く理解 しているが、結局 それ は俗人の域 を出ないので
ある。
悲嘆 に くれて臥せ ってい る トロィラスの もとへ 、パ ンダルス は訪れ る。こ
れ は、彼 の最初 の登場 を思 い出 させ るが 、その時は、 ちょうど、哲学の女
神の、ボ エチ ウスへ の出現 のよ うで あったの に対 して、 この度 は、彼 は、
トロイラスに どんな助力 を してや ること もで きない。運 命につ いて、悩み、
問 いか け る トロイ ラスに、応 えてや ること も、魂 の慰 めを見出 してや るこ
ともで きない。宮廷愛 とい う、世俗 の愛 の掟 に しば られ ているパ ンダルス
は、 トロイラスに古 い恋の痛み を忘 れるよ う、忠告 す ることしかで きない。
The newe love out chaceth ofte the olde; 
                                (IV 415) 
From hasel-wode, ther  loly Robin pleyde, 
Shal come al that that thou abydest here, 
Ye, fare-wel al the snow of ferne yere! 
                                (V 1174-1176)
彼 は逆境 にあ っては、 もはや、 トロイラスに とっての哲学の女神 ではない
のである。
さて、最後 に、主人公 である トロイラスの運命に対す る態度 はど うであ
ろ うか。彼 は、3人 の うちで唯1人 、運 命の抗 し難 い力 を理解 し、常 に運
命にっ いての疑問 を投 げか けている人物 であ る。 そ してその魂 は、ボエチ
ゥスが、哲学の女神 との対話によって、徐 々にその精神 を高揚 きせてい っ
たよ うに、だんだん成長 してい く。
恋愛 を軽蔑 して いた トロイラスは、皮肉 に も、ク リセイデに一 目惚 れ し、
恋 の病 いに臥 して しま う。 パンダルスの助 言 と仲介 で、 ク リセィデの愛 を
得 た トロィラスは嬌慢 さも消え、勇敢で立派な騎士 にな り、愛 を讃 え る歌
を歌 う。
 `Love
, that of erthe and see hath  governaunce,
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Love, that his hestes hath in hevene hye, 
Love, that with and  holsom alliaunce 
Halt peples ioyned, as him list hem gye, 
Love, that knetteth lawe of  companye, 
And couples doth in vertu for to dwelle, 
Bind this acord, that I have told and telle; 
That that the world with feyth, which that is stable, 
Dyverseth so his stoundes concordinge, 
That elements that been so discordable 
Holden a bond perpetuely duringe, 
That Phebus mote his rosy day forth bringe, 
And that the mone hath lordship over the nightes, 
Al this doth Love; ay heried be his mightes! 
That that the see, that gredy is to flowen, 
Constreyneth to a certeyn ende so 
His flodes, that so fersly they ne growen 
To drenchen erthe and al for  ever-mo: 
And if that Love ought lete his brydelgo, 
Al that now loveth a-sonder sholde lepe, 
And lost were al, that Love halt now to-hepe. 
So wolde god, that auctor is of kinde, 
That, with his bond, Love of his vertu liste 
To  cerclen hertes alle, and faste binde, 
That from his bond no wight the wey out wiste. 
And hertes colde, hem wolde I that he twiste 
To make hem love, and that hem leste ay rewe 
On hertes sore, and kepe hem that ben trewe.' 
                               (III 1744-1771)
この愛へ の讃歌 は、 「哲学の慰 め」 の中で、哲学 の女神が、 「聖 な る愛
の絆」(Holy:..ofLove)を讃 える部分 の、かな り忠実 な引用 である。
(BookII,MetreVIII)この トロイラスの讃歌 は、彼 のク リセイデへ の愛
が、 もはや 、`amour'の範囲に とどま らず、崇高な、天上 的な愛へ と育 ち
っっある ことを示 している。 そ して、 ク リセ イデ との別れ とい う逆境 が訪
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れ、 もは や、パ ンダルスの力 も助言 も及 ばな くな った時 、 トロイラスは、
運 命につ いて、神 の摂理 につ いて、悩 み、思索 を重ね るのであ る。
 ` For al that comth
, comth by necessitee; 
Thus to be  lorn, it is my destinee. 
For detaynly, this wot I wel,' he seyde, 
That for-sight of divyne purveyaunce 
Hath seyn  alwey me to for-gon Criseyde, 
Sin god seeth every thing, out of doutaunce, 
And hem desponeth, thourgh his ordenaunce, 
In hir merytes sothly for to be, 
As they shul comen by predestinee. 
But nathelees, alias! whom shal I leve? 
For ther ben grete clerkes many oon, 
That destinee thorugh argumentes  preve• 
And som men seyn that  nedely ther is noon; 
But that free chois is yeven us everichoon. 
0, welaway! so sleye  am clerkes olde, 
That I not whos opinion I may holde. 
                               (IV 958-973)
」
これは まさ しくボエチウスの姿 である。(BookV,ProseIII,7-71参照)
そ してボエチ ウスが、無 実の罪 で獄 につながれ、訪 れ る死 を待っ苦悩 の試
練 を受 けたよ うに、 トロイラス もまた、約束の 日を過 ぎて も トロイに帰 ら
ぬ ク リセイデを待 ちつつ 、希望 と絶望 の交錯す る焦 燥の 日々を過 し、その
試 練によ り、彼 の精神 は磨かれ てい く。
やがてついに、ク リセイデの裏切 りとい う冷酷な真実 が明 らか にな り、
トロイ ラスは、事 の次第 をパ ンダルスに告 げて、 こう付 け加 える。
卩
 
.  . . and I ne can nor may, 
For al this world, with-in myn herte finde 
To unloven yow a quarter of a day! 
                              (V 1696-1698)
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今や トロイ ラスは、激 しい苦悩の末に、 ク リセイデに対 し、愛憎 を越 え
た人間愛 を抱 いてい るのである。彼 は、 もはや地上 的な愛 の世界 には いな
い。
これ に応 えてパンダルスは言 う。
What shulde I seyn? I hate, y-wis, Criseyde! 
And god wot, I wol hate hir evermore! 
                              (V 1732-1733)
この言葉 は、世 俗の愛 の世 界に生 きるパ ンダ ルスの限界を示 してい る。
チ ョーサー は、 この2人 の対照 を、`unloven'(謡toceasetolove)と
`hate'とい う言葉 を使 うことによって、は っき りと表 わ している。
トロイラスが死んだ時、彼 の魂 は天 に昇 る。ボエ チウスの魂 が天 に昇 っ
た と信 じられて いたよ うに。〔6}そしてチ ョーサーは、エ ピローグで、次
の よ うに若 い読 者に呼 びかけ る。
 O yonge fresshe folkes, he or she, 
In which that love up groweth with your age, 
Repeyrth hoom from worldly vanitee, 
And of your herte up-casteth the visage 
To thilke god that after his image 
Yow made, and thinketh al nis but a fayre 
This world, that passeth sone as floures fayre: 
And loveth him, the which that right for love 
Upon a  cros, our soules for to beye, 
First starf, and roos, and sit in hevene a-bove; 
For he nil falsen no wight, dar I seye, 
That wol his herte al hooly on him leye. 
And sin he best to love is, and most meke, 
What nedeth feyned loves for to seke? 
 (V 1835-1848)
これ は、哲 学の女神が 「哲学 の慰 め」 の最後の部分で、ボエチ ウスに、罪
を避 け、徳 を尊 び、心 を正 しい希望 に向けて祈 るよ うに、 と、励 ます言葉
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を思 わせ る。
 Withstond thanne and eschue thou vyces; worshipe and love thou 
virtues; areys thy corage to rightful hopes; yilde thou humble preyeres 
a-heigh. 
                            (V Prose VI, 216-218)
そ して、 「トロイラス」 も 「哲学の慰め」 も共に、`Amen'とい う祈 り
の言葉 で終 わ る。
皿.
このよ うに、主 人公 である トロイ ラスに焦点 をあてて、 この作 品を見 る
と、 はっ き りとボエチウスの影響 を見 出す こ とがで きる。
しか し、 ク リセ イデ とパンダルス とい う、精彩 を放 つ人間像 は、 「カン
タベ リー物 語」に、明 らかに見 られ る、チ ョーサーの人間愛溢れ る現世肯
定 の原型 をすでに成 している。 この魅力 ある2人 の人間像 に、我 々、現代
の読者 が心 ひかれ るのは当然 であ り、我 々の関心は、常に、 この2人 に向
けられ て いる。 この2人 が登場 しな くなった時点で、すでに、我 々に とっ
ての この物 語は終 わ っているのである。 これが、おそ らく、我 々が物語 と
エ ピロー グとの問に、異和感 を覚 える所以であろ う。
しか し当時の 読 者に とっては・果 して 同 じで あ ったろ うか。否。彼 ら
の関心 は、やは り主 人 公 トロィラスであ ったろ う。(7)宮廷愛 の掟通 り
に、恋 に悩 み、ク リセィデ との別離、彼女の裏切 りとい う苦秘の 中で、人
間愛、宗教的な愛 に目覚 めてい く トロイラス と共 に、当時 の 読 者 は、悩
み、悲 しみ、愛 につ いて、運命 につ いて考 えた ことだろ う。 トロイラスの
死 に際 しての、彼 の魂 の救済 は、当然 されねばな らなか った。 ク リセ ィデ
とパ ンダルスばか りに、心 ひかれ て、我 々は、エ ビPグ が、詩 全体の ト
ーン と合わないよ うに感 じるのであるが、主人公 トロイ ラスに注 目 し、そ
の魂の 成長過程を 見 てゆ くな らば、 この詩 の トーンは、終始 一貫 してお
り、 トロイラスの死 と昇天、神へ の帰依 を語 るこのエ ピローグが 、世俗の
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愛を否定する、中世的、宗教的色調を持っていることも、自然に納得で き
よ う。
注
(1)　` (Troilus　and　Criseyde)is　the　first　novel,　in　the　modern　sense,　that　ever
　　written　in　the　world,　and　one　of　the　best"G.　L.　Kittredge,　Chaucer　and
　　His　Poetry,　Harvard,1967,　p.109.
　　　 `lt　is　an　elaborate　psychological　novel,　instinct　with　humor,　and
　　passion,　and　human　nature.'Ibid.,　p 112.
(2)　` There　have　been　divergent　views　of　the　so-called　Epilogue　to　Chaucer's
　　 Troilus,　ranging　all　the　way　from　full　acceptance　to　total　denial　of　its
　　appropriateness　or consistency　with　the　poem.'P.　F.　Baum,　Chaucer.　A
　 Critical　Appreciation,　Duke　Univ.,1958,p.143.
(3}こ こ で は 、 チ ョ ー サ ー 訳 の 「哲 学 の 慰 め 」 を 参 照 し て い る 。
(4)G.L.　Kittredge,　op.　cit.,　p.27.
(5)　「幻 ン タ ベ リー 物 語 」 のMonk's　 Prologueにも 、 悲 劇 に つ い て の 、 次 の よ うな
　　　定 義 が 見 ら れ る 。
　　　Tragedie　is　to　seyn　a　certeyn　storie,
　　　As　olde　bokes　maken　us　memorie,
　　　Of　him　that　stood　in　greet　prosperitee
　　　And　is　y-fallen　out　of　heigh　degree
　　　Into　miserie,　and　endeth　wrecchedly.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(B,3163-3167)
⑥ ボ エ チ ウ ス は、 キ リス ト教 の聖 人 とされ て い る。
(7)当時 の人 々 が 、 トロイ ラ ス中 心 に、 この 物 語 を読 ん だ こ とは、16世紀末 に、 ス コ
ッ ト1ラン ドのRobertHenrysonによ って 書か れ た 丁麓TestamentofCresseid
を見 て もわ か る。1一 トロイ ラス を裏 切 った ク リセ イデ は、 や が て デ ィオ ミーデ
、に も捨 て られ 、 ライ を病 む盲 目の身 とな って道 端 で 物乞 い を して い る。 そ こヘ ト
ロ ィラ スが 通 りか か り、 変 わ り果 て た か つ ての 恋 人 と も知 らず 施 しを与 え る。後
で 、 それ が トロイ ラ スで あ った と聞か され た ク リセ イデ は、 罪 を悔 い た遺 書 を残
して死 ぬ 。 一 トロイ ラ ス を裏 切 った ク リセ イ デ には、 因果 応 報 の罰 が 下 るの で
あ る。 巨
(W.W.Skeat,SupplementtotheWorksofGeoffreyChaucer,Vol.VII,
pp.327-346参照)
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な お 、 引 用 はW.W.Skeated.,7heCompleteWorksofGeoffreyChaucer,
2nded.,Oxford}こ拠 っ た 。
〆
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